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●新年のごあいさつ
●足寄町の健全化判断比率
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町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
30
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

平
成
30
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
町
議
会
を
代
表
し
て

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

町長　安久津勝彦

議長　吉田　敏男

　

昨
年
は
、
幸
い
に
大
き
な
災
害
も
な
く
比

較
的
平
穏
な
１
年
で
あ
り
、
町
政
全
般
に
お

い
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
各
関

係
機
関
団
体
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
の
下
、

順
調
に
推
移
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
国
政
に
お
い
て
は
、

不
透
明
な
経
済
状
況
の
中
、
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
が
大
筋
合
意
と
な
り

ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
北
海
道
、
十
勝
、
そ
し

て
足
寄
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
、
地
域
経
済
を
守
る
た
め
の

要
望
活
動
等
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

一
方
、
わ
が
町
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
茂

足
寄
の
野
中
正
造
さ
ん
が
男
性
世
界
最
高
齢

と
な
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
結
び
、

交
流
事
業
が
開
始
す
る
な
ど
、
明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
し
た
。

　

施
策
と
し
ま
し
て
は
、
図
書
館
設
置
を
メ

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

ご
ろ
か
ら
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
一
昨
年
の
よ
う
な
台
風
被
害
も
な

く
、
農
作
物
は
平
年
を
上
回
る
豊
穣
の
秋
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
社
会
経
済
情
勢
は
大
き

く
変
貌
し
、
こ
れ
ま
で
の
考
え
で
は
予
測
で

き
な
い
新
し
い
時
代
へ
と
転
換
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
少
子
高
齢
化
と
そ
れ
に
伴
う
医

療
や
介
護
、
年
金
の
問
題
、
国
際
化
、
高
度

情
報
化
に
加
え
、
地
球
環
境
の
悪
化
、
さ
ら

に
は
、
地
方
分
権
に
伴
う
取
り
組
み
な
ど
、

生
活
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
足
寄
町
を
取
り
巻
く

環
境
も
極
め
て
厳
し
く
、
ま
さ
に
変
転
め
ま

ぐ
る
し
く
、
試
練
の
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

先
日
、
景
気
回
復
局
面
が
高
度
経
済
成
長

イ
ン
と
し
た
町
民
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修

に
着
手
し
、
ま
た
、
各
小
学
校
の
改
修
工
事

を
行
う
な
ど
、
安
心
・
安
全
に
学
べ
る
環
境

の
場
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
一
昨
年
の
大
雨
災
害
を
受
け
、

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
住

民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制

を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
公
園
の
再

整
備
事
業
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
整
備

支
援
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
第
６
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

「
緑
の
大
地
に
あ
ふ
れ
る
幸
せ　

安
全
で
安

心
な
ま
ち　

あ
し
ょ
ろ
」
を
実
現
す
る
た
め
、

町
議
会
と
の
連
携
の
下
、
全
力
で
町
政
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

期
の
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え
、
戦
後
２

番
目
の
長
さ
に
な
っ
た
と
の
報
道
が
あ
り
ま

し
た
が
、
地
方
に
お
き
ま
し
て
は
過
疎
化
に

よ
る
人
口
の
減
少
が
続
き
、
景
気
回
復
の
恩

恵
が
な
か
な
か
感
じ
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、

本
町
に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て
大
変
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
は
も
と
よ
り
、
少
子
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
な
ど
、
行
政
課
題
は
山
積
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
こ
そ
町
民

の
知
恵
を
結
集
し
、
さ
ら
な
る
本
町
発
展
の

た
め
、
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
あ

る
と
存
じ
ま
す
。

　

足
寄
町
議
会
は
、
執
行
機
関
と
と
も
に
地

域
住
民
の
代
表
と
し
て
、
町
行
政
を
取
り
巻

く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
克
服
の
た
め
、
よ
り

一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

本
年
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
に
明
る
い
未

来
と
希
望
に
満
ち
た
１
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

公 表

平
成
28
年
度
足
寄
町
の

健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
６
月
に
「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
地
方
公
共

団
体
は
毎
年
度
、
健
全
化
判
断
比

率
と
資
金
不
足
比
率
を
監
査
委
員

の
審
査
を
受
け
た
後
に
議
会
へ
報

告
し
、
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、
健
全
化
判

断
比
率
に
よ
り
「
健
全
段
階
」「
早

期
健
全
化
段
階
」「
財
政
再
生
段
階
」

の
３
段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
早

期
健
全
化
段
階
、
財
政
再
生
段
階

に
な
っ
た
場
合
に
は
財
政
健
全
化

計
画
等
を
定
め
、
計
画
に
従
っ
て

健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
を

超
え
た
場
合
に
は
、
経
営
健
全
化

計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

健
全
化
判
断
比
率
と
は

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
次
の

４
つ
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
等

の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、

財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
て

い
ま
す
。

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を

合
算
し
て
地
方
公
共
団
体
全
体

と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と

し
て
の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

て
い
ま
す
。

・
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ

に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標

化
し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を

示
し
て
い
ま
す
。

・
将
来
負
担
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の

借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
、
現

時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示

し
て
い
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
と
は

　

公
営
企
業
（
会
計
）
の
資
金
不

足
を
、
料
金
収
入
等
と
比
較
し
て

指
標
化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度

を
示
す
も
の
で
す
。

算
定
の
結
果

　

平
成
28
年
度
決
算
の
各
比
率
に

つ
い
て
は
、
表
の
通
り
で
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
お
よ
び
経
営

健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
た

め
、
健
全
段
階
と
な
り
ま
し
た
。

詳
　
細　

役
場
総
務
課
財
政
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
３

健全化判断比率

資金不足比率

項　　　　　　　　目 足寄町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ― 　１４.７７％ ２０.００％

連 結 実 質 赤 字 比 率 ― 　１９.７７％ ３０.００％

実 質 公 債 費 比 率 ８.６％ 　２５.００％ ３５.００％

将 来 負 担 比 率 ― ３５０.００％

会 計 名 足寄町の比率 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 ―

２０.００％
国民健康保険病院事業会計 ―

簡 易 水 道 特 別 会 計 ―

公共下水道事業特別会計 ―

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がなく、将来負担比率は該当がないため「－」

と表示しています。

※すべての会計で資金不足額がないため「―」と表示しています。

※総務省や北海道

のホームページ

で地方公共団体

財政健全化法関

係資料をご覧い

ただけます。



まちかどまちかどまちかど
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

まちかどまちかどまちかど

宮沢賢治を学ぶ
　ふるさと足寄１００年塾公開講座（学遊会

ほか主催）として「宮沢賢治の謎にせまる」

と題して北海道文学館の斉藤征義理事の講演

が町民センターで行われ、学遊会の会員や町

民60人が参加しました。講演では詩を朗読し

ながら作品の制作に至る経緯などが説明され、

参加者の大きくうなずく姿が見られました。

税について考える
　「税に関する高校生の作文」の表彰式が足

寄高等学校で行われ、同校の坂口太紀さ
ん（３

年）が十勝池田税務署署長賞を受賞しました。

坂口さ
んは「今後日本では、社会福祉が重要に

なってくるので、私たちの税金がそれらに活

用されればいいなと思います」と受賞の喜び

を話してくれました。

11/8

11/15

11/911/23

11/20

世界経済の動向に注目

　ケアハウス銀河の里あしょろ（中山貴博施

設長）で施設行事「寿司の日」が行われ、町

内の飲食店店主の星川敏信さ
んからボランティ

アでお寿司が振る舞われました。入居者らは

まぐろやサーモンなど好みのネタを注文し、

握りたてのお寿司を食べながら、楽しいひと

ときを過ごしました。

　「中学生の税についての作文」の表彰式が

足寄中学校で行われ、瀧本美月さ
ん（３年）が

北海道納税貯蓄組合連合会会長賞を、三津橋

央翔さ
んが（同）が十勝池田青色申告会連合会

会長賞を受賞しました。瀧本さ
んは「災害など

で困っている人のために税金を活用してほし

い」、三津橋さ
んは「高齢化社会の医療のため

に役立ててほしい」と話してくれました。

握りたてのお寿司を味わう

よいしょ！
　第29回チャリティー健康もちつき大会（医

療法人社団三意会主催）が町民センターで行

われ、約２５０人が訪れました。会場ではも

ちつきの他、足寄ジュニアブラスバンドの演

奏やお楽しみ抽選会なども行われ、多くの参

加者で賑わいを見せました。なお、参加費は

町社会福祉協議会へ寄付されました。

ストレッチをする習慣を
　北海道日本ハムファイターズとのパートナ

ー協定事業の一環として、同球団から２人の

講師を招き、町スポーツ指導員研修会（町教

育委員会ほか主催）が町総合体育館で開かれ、

スポーツ指導員ら28人が参加しました。参加

者はジュニアアスリートのための栄養学やケ

ガ予防のためのストレッチを学びました。

女性のつどい
　第38回足寄町女性のつどい（実行委員会主

催）が町民センターで行われ、約２００人が

参加しました。帯広市出身で落語家の桂三段
さ
んと、元ＮＨＫアナウンサーでフリーキャス

ターの堀尾正明さ
んらが講演。堀尾さ

んは増え続

けている詐欺に騙されないための対策をクイ

ズを交えて話しました。

　九州大学大学院農学研究院と町との協力協

定に基づく講演会「内外のリスクに備えるた

めに」があしょろ銀河ホール21で行われ約60

人が聴講しました。同研究院の福田晋教授か

らＴＰＰ等の経済連携協定と日本の畜産業へ

の影響について、水野秀明准教授から自然災

害のメカニズムについて講演が行われました。
経済連携協定について講演する福田教授

詐欺の対策について講演する堀尾さ
ん

11/17

11/26

11/30
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ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
62
回

食
品
や
お
惣
菜
を
選
ぶ
時
の

�

参
考
に
し
ま
し
ょ
う
！

�

～
加
工
食
品
の
原
材
料
の
産
地
表
示
～

　

日
本
は
食
料
の
約
６
割
を
海
外
か
ら
の
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
国
内
で
作
ら
れ
た

加
工
食
品
で
も
、
そ
の
原
材
料
は
国
産
と
は

限
ら
ず
、
外
国
産
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が

多
数
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
加
工

食
品
に
は
原
材
料
の
産
地
表
示
は
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
産
地

を
見
て
商
品
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

平
成
29
年
９
月
１
日
か
ら
一
定
の
ル
ー
ル
に

の
っ
と
り
「
原
料
原
産
地
表
示
制
度
」
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
準
備
の
で
き
た
食
品
メ
ー

カ
ー
か
ら
順
次
表
示
さ
れ
ま
す
（
完
全
実
施

は
平
成
34
年
４
月
１
日
か
ら
）。

Ｑ

：

実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
ま
す

か
？

Ａ

：

表
示
す
る
必
要
が
あ
る
原
材
料
に
つ
い

て
「
生
鮮
食
品
の
場
合
は
そ
の
産
地
」「
加

工
食
品
の
場
合
は
そ
の
製
造
地
」
が
表
示
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ル
ー
ル
は
次
の

通
り
で
す
。

〈
原
材
料
産
地
の
表
示
方
法
〉

・
一
番
多
く
使
わ
れ
た
原
材
料
が
生
鮮
食
品

の
場
合
は
、
そ
の
産
地
を
表
示
（
国
産
の

場
合
は
「
国
産
」
と
表
示
）。

・
２
カ
国
以
上
の
産
地
の
原
材
料
を
混
ぜ
て

使
っ
て
い
る
場
合
は
、
量
が
多
い
順
に
産

地
を
表
示
。

・
３
カ
国
以
上
の
産
地
の
原
材
料
を
混
ぜ
て

使
っ
て
い
る
場
合
は
、
３
カ
国
目
以
降
を

「
そ
の
他
」
と
表
示
す
る
こ
と
が
可
能
。

・
一
番
多
く
使
わ
れ
た
原
材
料
が
加
工
食
品

の
場
合
は
、
そ
の
製
造
地
を
表
示
。

・
原
則
の
「
国
別
重
量
順
表
示
」
が
難
し
い

場
合
は
、
一
定
の
条
件
の
も
と
「
又
は
表

示
」「
大
括
り
表
示
」
の
表
示
が
可
能
。

Ｑ

：

「
○
○
製
造
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味

で
す
か
？

Ａ

：

「
○
○
製
造
」
と
表
示
さ
れ
て
い
た
場

合
は
作
ら
れ
た
国
を
意
味
し
て
お
り
、
産
地

と
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

〈
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
の
例
〉

名
称　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ

原
材
料
名　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
（
ベ
ル
ギ
ー
製

造
）、
小
麦
粉

　

こ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
は
、
ベ
ル
ギ

ー
産
の
カ
カ
オ
豆
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う

意
味
で
は
な
く
、
ベ
ル
ギ
ー
で
作
ら
れ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

：

加
工
食
品
に
は
原
材
料
の
他
に
ど
の
よ

う
な
表
示
が
さ
れ
て
い
る
の
？

Ａ

：

加
工
食
品
に
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
い
く

つ
か
の
項
目
を
表
示
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
名
称

・
原
材
料
名
、
添
加
物

・
原
料
原
産
地
名

・
内
容
量

・
消
費
期
限
ま
た
は
賞
味
期
限
（
開
封
前
の

状
態
で
、
保
存
方
法
に
表
示
さ
れ
て
い
る

方
法
に
従
い
保
存
し
た
場
合
）

　

品
質
の
劣
化
が
早
い
食
品
→
消
費
期
限

　

品
質
の
劣
化
が
遅
い
食
品
→
賞
味
期
限

・
保
存
方
法

・
原
産
国
名

・
製
造
者
等

〈
新
た
な
加
工
食
品
の

�

原
料
原
産
地
表
示
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

日
本
国
内
で
製
造
さ
れ
た
全
て
の
加
工
食

品
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
輸
入
し

た
加
工
食
品
や
外
食
、
店
内
で
調
理
さ
れ
て

い
る
惣
菜
は
対
象
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

詳　

細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
５

�

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

各
種
資
金
貸
付
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度

に
な
っ
た
ら�

に
加
入
し
よ
う
！

国
民
年
金

20歳

　

北
海
道
で
は
、
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な

ど
、
父
母
の
い
な
い
家
庭
に
修
学
資
金
（
高

等
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
等
に
就
学

す
る
た
め
の
資
金
）
や
就
学
支
度
資
金
（
就

学
・
修
業
に
必
要
な
被
服
購
入
等
に
必
要
な

資
金
）
の
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

貸
し
付
け
に
あ
た
り
、
決
定
す
る
ま
で
に

時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
１
４
５

　

国
民
年
金
は
、
年
を
取
っ
た
と
き
の
生
活

を
、
働
い
て
い
る
世
代
の
皆
さ
ん
で
支
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公

的
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
続
け
る

こ
と
で
、
年
を
取
っ
た
と
き
や
病
気
や
事
故

で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◇
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
が

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。
国

が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
安
定
し
て

い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ

て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◇
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
取
っ
た
と
き
の
老

齢
年
金
の
他
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ

り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死

亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶

者
」
や
「
子
」）
が
受
け
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
と
納
付
猶
予
制
度

◇
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

◇
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
は
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人

お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

※
平
成
28
年
６
月
以
前
の
期
間
は
、
30
歳
未

満
で
あ
っ
た
期
間
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

詳　

細

帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

■
対
象
者

・
母
子
家
庭
の
母
が
扶
養
す
る
児
童
、

父
子
家
庭
の
父
が
扶
養
す
る
児
童
、

父
母
の
い
な
い
児
童
、
寡
婦
が
扶
養

す
る
子

※
原
則
と
し
て
、
日
本
学
生
支
援
機
構

へ
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
お
よ
び

採
用
候
補
者
決
定
通
知
を
受
け
て
い

る
方
は
、
母
子
、
父
子
、
寡
婦
福
祉

資
金
の
貸
付
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
返
還
期
間

修
学
資
金

：

20
年
以
内

（
専
修
学
校
一
般
課
程
は
５
年
以
内
）

就
学
支
度
資
金

：

修
学
20
年
以
内

　
　
　
　
　
　
　

修
業
５
年
以
内

種　　別 修学資金 就学支度資金

小学校 － 40,600円

中学校 － 47,400円

高等学校
専修学校高等課程
※（　）内は自宅外居住

公立 27,000円（34,500円） 150,000円（160,000円）

私立 45,000円（52,500円） 410,000円（420,000円）

高等専門学校
※（　）内は自宅外居住

公立 31,500円（33,750円） －

私立 48,000円（52,500円） －

高等専門学校（４・５年目）
※（　）内は自宅外居住

公立 67,500円（76,500円） －

私立 79,500円（90,000円） －

短期大学・専修学校専門課程
※（　）内は自宅外居住

公立 67,500円（76,500円） 370,000円（380,000円）

私立 79,500円（90,000円） 580,000円（590,000円）

大学
※（　）内は自宅外居住

公立 67,500円（76,500円） 370,000円（380,000円）

私立 81,000円（96,000円） 580,000円（590,000円）

専修学校一般課程　２年 48,000円 －

修業施設など  90,000円（100,000円）
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あなたの声をまちづくりに
◆Ａメールはまちづくりの参考に
◆まちづくり懇談会は直接対話の場

み
ん
な
の
広
場
Ａ
メ
ー
ル

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
み
ん
な

の
広
場
Ａ
メ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
町
行
政
に
対
し
て
感

じ
て
い
る
こ
と
、
最
近
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
ほ
し
い
、
こ
こ
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、

「
み
ん
な
の
広
場
・
Ａ
メ
ー
ル
」
の
「
Ａ
」

は
、
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
の
Ａ
で
、
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｗ
Ｅ
Ｒ
（
答
え
る
～
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
に
答
え
る
）、
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
（
進

め
る
～
ま
ち
づ
く
り
を
み
ん
な
で
進
め

る
）
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で
す
の
で
「
Ａ
メ
ー

ル
」
を
使
っ
て
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
な

ど
、
全
て
に
町
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
住
所
、

氏
名
な
ど
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
の
一
部
を
「
広
報
あ
し
ょ
ろ
」
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
年
齢
、
性
別
の
み

を
掲
載
し
、
住
所
、
氏
名
な
ど
は
掲
載
い
た

し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
定
の
個
人
を
ひ
ぼ
う
、
中
傷
す

る
も
の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
要
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

対　

象

　

原
則
的
に
地
区
連
合
自
治
会
（
町
内
24
地

区
）
単
位
の
住
民
、
お
よ
び
各
種
団
体
の
構

成
員
と
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
各
種
団
体
は
、
社
会
教
育
関

係
団
体
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
お
よ
び
そ

の
他
の
団
体
で
す
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
会
場

　

地
区
連
合
自
治
会
単
位
お
よ
び
各
種
団
体

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
日
程
、
会
場
を
調
整

の
上
、
随
時
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　

懇
談
会
の
開
催
要
請
を
し
た
地
区
連
合
自

治
会
お
よ
び
団
体
は
、
必
ず
テ
ー
マ
（
ど
ん

な
こ
と
の
意
見
交
換
が
し
た
い
の
か
）
を
設

定
し
ま
す
。

内　

容

　

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
意
見
お

よ
び
情
報
交
換
の
場
で
あ
り
、
テ
ー
マ
に
則

さ
な
い
陳
情
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場

で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

　

希
望
開
催
予
定
日
（
予
備
日
も
必
ず
設
定
）

の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
電
話
な
ど
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
町
長
等
の
日
程
お
よ
び
会
場

等
の
調
整
を
し
、
日
時
、
会
場
を
決
定
し
ま

す
。

　

今
年
度
「
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」

は
開
催
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
を
希
望
す
る
場
合
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
詳
細

�

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
３
５

�

フ
ァ
ッ
ク
ス
25

－

２
４
８
８

�

―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

【
１
年
生
】
風
刺
画
か
ら
見
え
る
も
の

　

世
界
史
の
授
業
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
を
活
用
し
、
教
科
書
な
ど
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
内
容
の
資
料
を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
画
家
ビ
ゴ
ー
の
風

刺
画
が
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
日
本

を
含
め
て
当
時
の
国
際
社
会
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
の
か
を
読
み
解
い
て
い
ま
す
。

多
く
の
資
料
か
ら
推
察
す
る
こ
と
は
学
力
向

上
に
も
つ
な
が
り
「
説
明
す
る
力
」
が
少
し

ず
つ
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

【
２
年
生
】
「
む
す
び
れ
っ
じ
」
訪
問

　

町
高
齢
者
等
複
合
施
設
「
む
す
び
れ
っ
じ
」

を
訪
問
し
、
利
用
者
の
方
と
交
流
を
図
り
ま

し
た
。
最
初
は
緊
張
し
た
様
子
の
生
徒
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
会
話
や
ゲ
ー
ム
、
お

菓
子
作
り
を
す
る
中
で
、
緊
張
も
解
れ
、
笑

顔
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
10
月
に
は
共
生
社
会
講
演
会
も
受
講

し
て
お
り
、
高
齢
者
の
方
や
体
に
障
が
い
の

あ
る
方
と
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
３
年
生
】
食
育
教
室

　

役
場
福
祉
課
か
ら
講
師
を
招
き
、
食
育
教

室
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
例
題

と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
食
事
の
問
題
点
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
検
討
し
改
善
点
を
見
つ

け
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
の
組
み
合
わ
せ

に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
す
。
食
育
教
室
で

学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
食
生
活
に
生
か
し
、

健
康
の
保
持
・
増
進
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

▼
資
料
室
で
思
い
出
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

　

お
と
と
し
、
本
校
の
３
階
に
資
料
室
が
完

成
し
ま
し
た
。
こ
の
資
料
室
に
は
本
校
の
歴

史
と
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
歴
史

が
継
承
さ
れ
て
い
く
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
現
在
、
学
校
生
活
や
部
活
動
で
使
用

し
た
当
時
の
思
い
出
の
品
等
を
資
料
と
し
て

　

足
寄
高
校
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の

対
話
的
・
共
同
的
な
学
習
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
等
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
方
を
講
師
と
し
た
特
別
授
業

や
町
内
の
施
設
訪
問
も
数
多
く
行
っ

て
い
ま
す
。

集
め
て
い
ま
す
。
寄
贈

も
し
く
は
お
貸
し
い
た

だ
け
る
方
が
い
ま
し
た

ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

足
寄
高
等
学
校

�

☎
25

－

２
２
６
９

　

足
寄
町
の
市
街
か
ら
車
で
５
分
ほ
ど
陸
別

町
方
面
に
進
み
、
旧
愛
冠
駅
の
方
向
に
目
を

向
け
る
と
カ
ム
イ
ロ
キ
山
（
標
高
３
７
０
ｍ
）

の
な
だ
ら
か
な
山
容
が
広
が
り
ま
す
。「
カ

ム
イ
ロ
キ
」
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
神
様
が
座

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
意
味

の
よ
う
で
す
。
十
勝
地
方
に
は
カ
ム
イ
ロ
キ

と
い
う
地
名
が
少
な
く
と
も
二
つ
あ
り
、
一

つ
は
足
寄
町
愛
冠
、
も
う
一
つ
は
新
得
町
屈

た
標
石
で
、
現
在
は
測
量
技
術
の
発
展
に
よ

り
そ
の
役
割
を
終
え
て
い
ま
す
。
カ
ム
イ
ロ

キ
山
は
ア
イ
ヌ
の
歴
史
・
文
化
的
に
重
要
な

場
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
図
の
発
達
史
の

中
で
確
か
な
役
割
を
果
た
し
た
山
で
も
あ
る

わ
け
で
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

（
中
村
琢
磨
・
内
海
泰
弘
）

�

☎
25

－

２
６
０
８

足
の
屈
足
湖
に
面
す
る

断
崖
に
そ
の
名
が
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
松
浦

武
四
郎
の
十
勝
日
誌
（
１

８
６
１
年
）
に
描
か
れ

た
地
図
に
は
新
得
町
と

足
寄
町
に
カ
ム
イ
ロ
キ

の
地
名
が
あ
り
、
ア
イ

ヌ
の
人
々
に
と
っ
て
特

別
な
場
所
だ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
ま

た
、
カ
ム
イ
ロ
キ
山
は

全
国
に
40
数
カ
所
あ
っ

た
天
測
点
が
設
置
さ
れ

た
山
で
も
あ
り
ま
す
。

天
測
点
（
写
真
左
上
）

と
は
星
の
観
測
か
ら
緯

度
経
度
を
計
算
し
三
角

測
量
の
デ
ー
タ
を
補
正

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

鷲府地区から見たカムイロキ山と天測点

カムイロキ山

13
Vol.
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　今年で４回目を迎える豆ま
かナイトでは、町内の「鬼退
治専用大豆育成地」で収穫さ
れた豆を使用した「“激”豆
まき」などのステージイベン
トや、豆料理等を堪能できる
飲食ブース「豆マルシェ」な
ど多彩な催しで子どもから大
人まで楽しめます。ぜひお越
しください。
日　時　１月27日㈯
　　　　午後３時～８時
場　所　本別町体育館（本別町北２丁目）
内　容　豆祈祷、祈願豆浴び、豆寝風呂、
“激”豆まき、餅まき抽選会、豆マルシェ 他
入場料　無料
詳　細　本別町商工会� ☎２２－２５２９ 

　今年のしばれフェスティバルも盛りだくさ
んの企画で皆さんをお待ちしております。ぜ
ひご来場ください。
開催日　２月３日㈯・４日㈰
場　所　陸別町イベント広場（陸別町宇遠別）
内　容
よしもとお笑いステージショー
� （とろサーモン、佐久間一行）
ご当地アイドルライブショー
　　　　　　　　　　　　（フルーティー）
キャラクターショー
　　　　　　（宇宙戦隊キュウレンジャー）
しばれ花火、大抽選会　他
詳　細　陸別町役場産業振興課
� 　☎２７－２１４１内線１３５
しばれフェスティバル実行委員会ホームペー
ジ「しばれフェス」で検索

ほんべつ豆まかナイト２０１８ 第37回　しばれフェスティバル

本　別　町 陸　別　町

確定申告は期間内に行いましょう

受付期間　２月16日㈮～３月15日㈭
平日　午前９時～午後４時（正午～午後１時を除く）

※２月16日㈮・３月15日㈭のみ午後５時まで受け付け

申告会場　役場会議室１

申告対象者　平成30年１月１日現在において本町に住所を有し、所得税、

道・町民税、国民健康保険税の確定申告が必要な方。

留意事項　給与・年金収入がある方は、源泉徴収票が必要です。また、

１年間納付した国民年金保険料を社会保険料控除に含める場合は、日本

年金機構から送付される控除証明書が必要となります。

　その他にも確定申告が必要な場合がありますので、不明な点はお問い

合わせください。

※「仕事をしていなかった」などの理由により無収入だった方は、その

旨をご連絡ください。

その他　収用（区画整理事業による交付清算金を受けた方など）や（特

定増改築等）住宅借入金等特別控除対象の方は、申告書の作成に時間を

要するため２月１日㈭から相談・申告を受け付けます。必要書類は以下

の通りです。

※収用については、土地の取得価格を記入する項目があるため売買契約

書等を持参してください。書類等が無く自身で金額を把握されている

場合には申告時に聞き取りをしますので、メモ等で整理を行ってくだ

さい（扶養控除に影響する場合があります）。

詳　細� 役場住民課課税担当　☎２５－２１４１内線２３２

善意のご寄付
ありがとうございます

町へ

・道東舗道株式会社（丸山勝由

代表取締役）から図書館新設

に伴う図書整備のために

� １００万円

北海道小児救急電話相談

心配ごと相談を行っています

確定申告の送付物が
変更になります

町国民健康保険病院からのお知らせ

ヘルプマーク・ヘルプカードを活用しましょう

　インフルエンザなどの感染症が流行する時季になり、感染防止・予防

のため面会制限を行っています。面会は入院患者の家族のみとさせてい

ただき、来院時にはマスクの着用をお願いします。皆さんのご理解とご

協力をお願いします。

　なお、制限解除となりましたら、町ホームページおよび町国民健康保

険病院ホームページにてお知らせいたします。

詳　細� 町国民健康保険病院医事担当　☎２５－２１５５

　町では１月からヘルプマークおよびヘルプカードの配布を開始します。

へルプマークとは、援助や配慮を必要としていることを周囲に知らせ、

援助を得やすくするためのものです。ヘルプカードとは、障がいのある

人などが災害や緊急時などに周囲に提示することで手助けを求めるため

のものです。なお、ヘルプカードは町ホームページにも様式を掲載して

いますので、ご自身で印刷して利用することも可能です。

配布対象

配布場所・詳細

� 役場福祉課障がい福祉担当　☎２５－２１４１内線１４２

ヘルプマーク：外見からは配慮や

援助が必要と分かりにくい方

ヘルプカード：障がいなどがあり、

周囲から手助けが必要な方

　夜間における子どもの急な病気

やけがなどの場合に、看護師や小

児科医師が保護者らからの相談に

対し、家庭でできる対処法などの

助言を電話により行っています。

受付時間　午後７時～午前８時

相談電話番号

♯８０００（道内のみ）

※ＩＰ電話、ひかり電話、ＰＨＳ

からは、☎０１１－２３２－１

５９９

その他　電話相談による診断・治

療はできません。また、育児相談

はご遠慮ください。

詳　細

北海道保健福祉部地域医療推進局

地域医療課

☎０１１－２３２－４１１１

十勝総合振興局保健環境部保健行

政室（企画総務課）

☎０１５５－２７－８６３５

　町社会福祉協議会では、日常生

活上での心配事やトラブルなど、

幅広い相談に対応する「心配ごと

相談」を行っています。気軽にご

相談ください。

日　時　月～金曜日

� （祝日・年末年始を除く）

� 午前８時35分～午後５時５分

詳　細　町社会福祉協議会

� ☎２８－０７２２

　平成29年分の確定申告から、下

記の対象者は申告書等用紙の代わ

りに「確定申告のお知らせ」が送

付されることになります。

対　象　申告等用紙が送付されて

いる方のうち、平成28年分の「所

得税及び復興特別所得税」または

「消費税及び地方消費税」の確定

申告書を、税務署以外の次の会場

で提出された方

・税理士会による無料申告相談会

場

・青色申告会の相談会場

・市町村の相談会場（市町村窓口）

詳　細　十勝池田税務署

� ☎０１５－５７２－２１７１

募　　集 お知らせ
自衛官候補生および予備自衛官補を募集します

詳　細� 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

� 　http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/

募集種目 応募資格 受付期間 試験日

自衛官候補生
（男子・女子）

18歳以上
27歳未満の者

試験日の
前日まで

１月15日㈪
～18日㈭

２月18日㈰
予備自衛官補

一般公募
18歳以上

34歳未満の者 １月９日㈫
～４月６日㈮

４月14日㈯
～18日㈬

いずれか１日予備自衛官補
技能公募

国家免許資格等を
有する者

収　用 （特定増改築等）住宅借入金等特別控除

公共事業用資産の
買取り等の申出証明書

住宅取得資金に係る借入金の
年末残高等証明書

公共事業用資産の
買取り等の証明書

請負契約書や
売買契約書の写し

収用証明書 登記事項証明書の原本

補助金等の額を証する書類
（補助金の交付がある方）
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☆あけましておめでとうございます。

　本年も「広報あしょろ」をよろしく

お願いします。

☆昨年は、その年の世相を漢字で表す

「今年の漢字」に「北」が選ばれま

したが、私にとって昨年を漢字１字

で表すと「感」。

☆足寄高校の卒業式で、参列者全員に

よる「大空と大地の中で」の合唱や

ライオン杯少年野球大会で、選手た

ちが大きな声を出しながら一所懸命

に仲間を応援する姿など、取材を通

じて、多くの感動をいただいた１年

でした。

☆本年も、親しみもたれる広報づくり

に励んでいきたいと思いますので、

どうぞ「広報あしょろ」をご愛読く

ださい。

大森　みつきち
  ゃ
   ん

� （平成28年１月11日生まれ）

　お姉ちゃんが大好きで、何で

もお姉ちゃんの真似をしたくて、

あぶない事もへっちゃら。うま

くいかなくて泣くことも多いけ

れど、すぐ出来るようになるか

らね。� 健玄・真由美さ
んの子

� （北３条２丁目）
鈴木　敦

あつ

登
と

ち
  ゃ
   ん

� （平成28年２月８生まれ）

　人とイタズラが大好きな男の

子。よく食べてよく寝て、絶賛

成長中！最近はお絵かきとジャ

ングルジムに夢中です。強くて

たくましい男の子になってね！

� 悠次郎・好美さ
んの子

� （南４条１丁目）

今月の表紙

　11月23日㈭に行われた「第29回チャリティ

ー健康もちつき大会」でのスナップです。

  （⇒５ページ）　


